
令和２年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント(中学校国語)

「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

漢
字
の
組
み
合
わ
せ
や
意
味
を
踏
ま
え
、
熟
語
の
構
成
を
理
解
し
て

い
る
。

〔
小
学
校
第
五
・
六
学
年

伝
国
（
１
）
イ
（
エ
）
〕

<

正
答>

１
・
５

<

誤
答
の
傾
向>

「
１
、
３
」
や
「
３
、
５
」
な

ど
、
「
３
」
を
選
ん
で
い
る
誤
答

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

正答率 ４０.３％
無解答率 １.０％

第
二
学
年

言
葉
の
単
位
（
単
語
）
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

〔
第
一
学
年

伝
国
（
１
）
イ
（
エ
）
〕

正答率 ３９.８％
無解答率 ０.７％

言葉の単位（文法学習）は，生徒たちにとって
苦手意識の強い内容です。文法学習では，「文を
単語（品詞）に分解させ，文の構成要素として，
一つ一つの言葉の役割を認識させることが大切で
す。あわせて，文節どうしの関係が正しく結び付
くことによって文が成立するということを意識さ
せることも大切です。
熟語の構成は，昨年度の小学校第５学年の本調査

でも，課題の見られた内容として挙げられていま
す。熟語の構成を見分けるには，それぞれの漢字
の意味を考えるとともに，その関係を考える必要
があり，文法の学習に通じます。「修飾・被修
飾」や「主語・述語」といった「言葉どうしの関
係（文節の関係）」は，教科書において，小学校
低学年から中学校に至るまで，繰り返し取り上げ
られています。中学校では，新たな学習内容とし
て取り扱うのではなく，小学校からの学習内容を
踏まえた上で，指導しましょう。指導の際には，
「言葉どうしの関係」の学習と，「熟語」の学習，
「書くこと」の学習，それぞれの学習を関連させ
る働きかけが有効です。

第
一
学
年

チャレンジ確認シート Ｈ27Ａ⑨４

<

正
答>

８

<

誤
答
の
傾
向>

「
５
」
と
答
え
た
誤
答

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

「
５
」
は
文
節
数
で
あ
り
、

自
立
語
と
付
属
語
の
分
類

に
課
題
が
あ
る
、
も
し
く

は
、
「
単
語
」
「
文
節
」

と
い
う
用
語
の
定
着
に
課

題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

読むこと（文学的な文章）

第
一
学
年

文
章
中
の
描
写
に
着
目
し
、
内
容
理
解
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
一
学
年

読
む
こ
と

ウ
〕

<

正
答>

「
た
ち
こ
め
て
い
る
霧
の
冷
た
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
た
。
」

<

誤
答
の
傾
向>

・
「
絵
の
中
の
霧
に
つ
つ
み
こ
ま
れ
る
よ
う
な
錯
覚
に
お
そ
わ
れ
た
。
」

・
「
お
れ
は
両
手
で
霧
を
か
き
わ
け
る
よ
う
に
し
て
、
前
に
進
ん
だ
。
」

・
「
霧
は
そ
の
山
か
ら
流
れ
だ
し
て
い
る
よ
う
だ
。
」

・
「
遠
景
の
山
を
見
る
、
見
え
か
く
れ
す
る
稜
線
に
は
雪
が
つ
も
っ
て
い
る
。
」

・
「
松
の
葉
っ
ぱ
だ
っ
て
、
墨
だ
け
で
か
か
れ
て
い
る
の
に
、
ち
ゃ
ん
と
葉
っ
ぱ
の
色
が

見
え
る
。
」 線

部
の
前
か
ら
抜
き
出
し
て
い
る
。

一
文
で
抜
き
出
せ
て
い
な
い
。

正答率 ４４.６％
無解答率 ６.３％

「
霧
」
に
つ
い
て
の
描
写
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

チャレンジ確認シート
H24Ａ③１ H24Ｂ③２,３
H25Ａ②１ H25Ｂ②１ H26Ａ③１
H27Ａ③２ H28Ｂ③１
H29Ａ⑥ H29Ｂ①２ H30Ａ③２ H30Ｂ③１

文学的な文章には，読者に特に伝えたい思
いや心情は，直接的に表されるのではなく，
別の言葉・事柄によって間接的に表現される
という特徴があります。そのほうが、直接的
に表現するよりも，熱い思いが読者の心に伝
わるからです。
この出題文では「屏風絵が素晴らしい」と

いう思いが，「リアル」という言葉を軸に，
絵の描写を通して表現されています。この
「絵の描写」が作者（登場人物）の熱い思い
を読者に仲介する言葉ということになります。
読解の指導の際は，感じたこと，想像した

ことを基に勝手に判断するのではなく，叙述
を根拠に判断するという大前提を指導します。
文学的な文章の指導の際は，この大前提を踏
まえた上で，思いを仲介する言葉・事柄（＝
叙述・根拠）に注目させることを心がけま
しょう。
あわせて，問いの文（「傍線部のあと」

「一文で」等）をしっかりと把握して解答す
ることは繰り返しの経験で身に付きます。意
識させる働きかけを指導の中で行いましょう。



読むこと（説明的な文章）

第
二
学
年

文
章
の
展
開
に
即
し
て
内
容
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
一
学
年

読
む
こ
と

イ
〕

<

正
答
例>

「
冬
の
寒
さ
の
中
で
緑
の
葉
っ
ぱ
が
育
つ
し
く
み
を
身
に
つ
け
て
い
る
（
か
ら
。
）
」

<

誤
答
の
傾
向>

・
冬
の
太
陽
光
を
毎
日
た
く
さ
ん
浴
び
て
、
他
の
植
物
に
邪
魔
を
さ
れ
ず
に
光
合
成
を

す
る
（
か
ら
。
）

・
こ
の
植
物
の
葉
っ
ぱ
は
、
冬
に
育
つ
の
で
、
生
育
場
所
を
他
の
植
物
と
奪
い
合
う
必

要
が
な
い
（
か
ら
。
）

・
冬
の
太
陽
光
が
弱
く
て
も
、
多
く
の
葉
っ
ぱ
に
よ
っ
て
光
合
成
が
で
き
る
し
く
み
が

あ
る
（
か
ら
。
）

正答率 ３９.８％
無解答率 ８.７％

・
「
し
く
み
」
と
い
う
言
葉
を
使
え
て
い
な
い
。

・
「
し
く
み
」
を
説
明
し
た
記
述
内
容
に
不
足
が
あ
る
。

出題文
「もちろん，冬の寒さの中で緑の葉っぱが
育つしくみは必要です。でも，そのしくみ
を身につけさえすれば，その個性を生かし
て，他の植物と横並びの競争をせずに，繫
栄できるのです。」

「なぜ繫栄できるのか」を考えると，答え
は「そのしくみを身につけているから」と
なります。そして「そのしくみとは何か」
を考えると，「冬の寒さの中で緑の葉っぱ
が育つしくみ」となります。

説明的な文章は，理解されることを目指
した文章です。よって，筆者が主張しよう
とする事柄は，必ず文章中に表現されてい
ます。文脈をたどり，自分の解釈を入れず
に，文章中にある言葉だけを頼りにして文
章を理解するという意識を生徒にもたせる
ことが重要です。授業では，曖昧な答えを
よしとせず，「なぜそう思うのか」や「文
章中のどの部分からそう考えるのか」等を
明らかにさせることを心がけましょう。
また，説明的な文章は，伝えたい内容を

様々な表現で「言い換え」ながら，説明を
行っていきます。 この「言い換え」ている
箇所を整理することが，文章の構造や筆者
の主張を読み取る上で大変重要です。

（田中 修『植物のあっぱれな生き方』より引用）

チャレンジ確認シート
H27Ａ⑥１ H27Ｂ②１,２
H28Ａ⑥１ H28Ｂ①１②２
H29Ａ④１
H30Ａ⑤２ H30Ｂ①１
R1①２ R1②１,３,４

文
の
接
続
に
注
意
し
、
伝
え
た
い
事
柄
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
情
報
を
適
切

に
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
第
一
学
年

書
く
こ
と

イ
〕

文章を書く際には，目的に応じて伝えたい事柄を明確にし，
それに必要な情報を文章の展開に即して適切に取り上げる必要
があります。
指導の際には，モデルとなる文章を示し，情報の取り上げ方

や書き方の工夫点を確認させた上で，自分の表現に生かして書
かせる学習活動等が考えられます。特に情報を適切に取り上げ
る課題に対しては，目的に応じた情報を収集する活動（発散），
情報の関係付けの活動，取り上げる情報を絞っていく活動（収
束），情報の並び替えの活動等を行う際，情報を視覚化できる
ことから，カードや付箋を使うことが有効です。

<

正
答
例>

「
も
っ
と
学
級
の
思
い
が
わ
か
り
や
す
い

タ
イ
ト
ル
が
よ
い
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
が
」

<

誤
答
の
傾
向>

・
「
比
喩
は
よ
い
が
・
・
・
意
見
も
あ
り
」
・
「
比
喩
は
よ
い
が
・
・
・
意
見
や
」

書くこと

第
一
学
年

正答率
２０.３％
無解答率
１５.１％

こ
の
あ
と
続
く
文
に
、
「
比
喩
は
よ
い
」
の
記
述
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
比
喩
は
よ
い
が
」
を
入
れ
て
い
る
。
文
末
が
逆
接
に
な
っ
て
い
な
い
。

チャレンジ確認シート
H26Ａ④１ H28Ａ②２
H29Ｂ③１ H30Ａ②１

国語科の授業づくりについて
「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて
主体的
・自らの考えを表現する（ノートに書く，人に説明する等）
・自らの学びや変容を自覚する（学習の見通し・振り返り）
・実社会や実生活と関わる課題に取り組む
対話的
・生徒同士，教職員，地域の人との協働的活動，
また資料や自己との対話を通して，考えを広げ深める

深い学び

・知識を相互に関連付けてより深く理解する
・情報を精査して考えを形成する
・問題を見いだして解決策を考える
・思いや考えを基に創造する

「言葉による見方・考え方」を働かせて
→言葉に着目させ，自覚的にさせる
「言葉の意味は？」「表現の仕方は？」

→言葉を捉えたり問い直したりさせる
比較・分類・順序・原因・結果・意見
根拠・具体・抽象・分解・統合…等

資質・能力の育成

一
体
と
し
て
実
現
さ
れ
る
学
び
の
過
程

「走れメロス」で，王ディオ
ニスの顔色が最初は「蒼白」
だったけれど，最後は「赤ら
めて」に変化している。「顔
色」を比較して，顔色の意味
と，変化した意味を，他の作
品の色の扱い方を参考にして
考えてみよう。

言語活動


